
MITA-HYORON　2003.12　110

KEIO Report
　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら
、
昨
年
一
月

の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
を
皮
切
り
に
、
隔
月
刊

行
を
続
け
て
き
た
『
福
澤
諭
吉
著
作
集
』
全
12

巻
の
出
版
が
、
先
月
な
か
ば
の
『
福
翁
自
伝
・

福
澤
全
集
緒
言
』
を
も
っ
て
予
定
ど
お
り
に
終

わ
っ
た
。
当
初
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
て
き
た
者
と
し
て
は
肩
の
荷
が
下
り
て
ホ

ッ
と
し
た
思
い
を
味
わ
っ
て
い
る
が
、
個
人
的

な
感
想
は
さ
て
お
き
、
こ
の
機
会
に
「
福
澤
屋

諭
吉
」
に
始
ま
る
先
生
の
著
訳
書
の
出
版
者
、

あ
る
い
は
出
版
社
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
。
そ
れ
は
「
福
澤
屋
諭
吉
」、
慶
應
義
塾
出

版
社
（
は
じ
め
出
版
局
）、
さ
ら
に
時
事
新
報

社
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

先
生
の
処
女
出
版
は
『
西
洋
事
情
』（
初
編
）

三
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
慶
應
二
（
一
八
六
六
）

年
に
尚
古
堂
岡
田
屋
嘉
七
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
本
は
さ
し
ず
め
先
頭
打
者
ホ
ー
ム
ラ
ン
の

よ
う
な
大
ヒ
ッ
ト
で
、
上
方
で
は
海
賊
版
が
出

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
版
権
の
観
念
は
未

熟
で
、
海
賊
版
の
差
し
止
め
も
ま
ま
な
ら
ず
、

収
益
は
お
お
む
ね
出
版
者
に
帰
属
し
、
著
訳
者

に
は
そ
の
酬
い
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
当

時
の
状
況
で
あ
っ
た
。
先
生
は
維
新
と
同
時
に

幕
府
外
国
方
の
職
を
辞
し
、
や
が
て
中
津
藩
か

ら
の
扶
持
米
も
辞
退
し
て
平
民
諭
吉
と
な
り
、

筆
一
本
で
活
計
を
た
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
明
治
二
年
十
一
月
（
陰
暦
）
に
「
福
澤
屋

諭
吉
」と
名
乗
っ
て
書
物
問
屋
仲
間
に
加
入
し
、

出
版
業
の
自
営
に
踏
み
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
っ
た
く
思
い
切
っ
た
決
断
で
あ
り
、

今
日
流
行
の
言
葉
を
使
え
ば
、ま
さ
に「
起
業
」

と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
企
て
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
五
年
八
月
に
は
東
京
書
林
組

合
に
福
澤
諭
吉
と
し
て
加
入
し
た
が
、
出
版
そ

の
も
の
は
慶
應
義
塾
出
版
社
か
ら
と
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
、ま
だ
会
社
法
も
無
く
、「
法
人
」

と
い
う
観
念
も
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
結
果
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
い
ま
で
も
出
版
物
の
奥
付
を

見
れ
ば
、
発
行
者
は
個
人
ま
た
は
企
業
代
表
者

名
義
で
、
会
社
は
発
行
所
に
な
っ
て
い
る
。
早

い
話
、
当
『
著
作
集
』
の
場
合
、
発
行
者
・
坂

上
弘
（
社
長
）、
発
行
所
・
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
株
式
会
社
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
言
う

ま
で
も
な
く
福
澤
先
生
で
あ
る
が
、
現
行
の
著

作
権
法
で
は
、
著
作
権
は
著
者
の
没
後
五
十
年

で
消
滅
す
る
。
し
た
が
っ
て
先
生
の
ご
子
孫
に

印
税
は
支
払
わ
れ
な
い
。
お
か
げ
で
出
版
会
も

思
い
切
っ
て
こ
の
『
著
作
集
』
の
出
版
が
で
き

た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
先
生
の
余
徳
は
い
ま
な

お
大
き
い
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
福
澤
諭
吉
著
作
集
』
全
12
巻
完
結

西に
し

川か
わ

俊し
ゅ
ん

作さ
く

（『
福
澤
諭
吉
著
作
集
』編
集
委
員
）
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の
例
で
あ
る
。

　

明
治
十
五
年
に
先
生
は
『
時
事
新
報
』
を
創

刊
、
は
じ
め
（
三
月
一
日
か
ら
）
そ
れ
は
慶
應

義
塾
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
が
、
や
が
て
同

社
を
発
展
的
に
解
消
し
て
時
事
新
報
社
と
し
、

社
屋
を
三
田
山
上
か
ら
日
本
橋
に
移
し
た
。

社
長
は
甥
の
中な
か
み
が
わ

上
川
彦
次
郎
と
し
、
塾
員
若

干
名
が
記
者
・
職
員
を
務
め
、
先
生
は
表
に
立

た
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
事
実
上O

w
ner-

Editor

で
あ
っ
た
こ
と
は
読
者
も
よ
く
知
る

と
こ
ろ
で
、
先
生
は
社
説
（
と
き
に
は
雑
報
、

漫
言
）
に
筆
を
振
る
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
社
説

の
う
ち
長
文
で
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
も
の

は
、
連
載
終
了
後
に
時
事
新
報
社
か
ら
単
行
本

と
し
て
出
版
さ
れ
る
の
が
通
例
に
な
り
、
ま
た

『
福
翁
百
話
』
や
『
福
翁
自
伝
』
も
一
旦
は
新

報
紙
に
連
載
さ
れ
た
。

　

第
８
巻
以
降
の
各
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十

四
年
以
降
の
著
作
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
な

お
、
第
５
〜
９
巻
に
は
『
時
事
新
報
』
に
掲
載

さ
れ
た
社
説
・
演
説
も
少
な
か
ら
ず
収
録
さ
れ

て
い
る
）。

第
８
巻　

時
事
小
言
・
通
俗
外
交
論

第
９
巻　

旧
藩
情
・
丁
丑
公
論
・
瘠
我
慢

の
説
・
帝
室
論
・
尊
王
論

第
10
巻　

日
本
婦
人
論
・
日
本
男
子
論
・

男
女
交
際
論
・
福
澤
先
生
浮
世

談
・
女
大
学
評
論
・
新
女
大
学

第
11
巻　

福
翁
百
話

第
12
巻　

福
翁
自
伝
・
福
澤
全
集
緒
言

　
『
全
集
緒
言
』
が
最
終
巻
に
収
録
さ
れ
て
い

る
の
は
い
さ
さ
か
奇
異
に
見
え
る
。
だ
が
、
こ

れ
は
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
時
事
新

報
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
五
巻
本
の『
福
澤
全
集
』

の
た
め
に
先
生
が
記
さ
れ
た
緒
言
で
あ
っ
て
、

先
生
に
よ
る
「
自
著
解
説
」
と
い
う
べ
き
も
の

な
の
で
、
当
巻
に
収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

だ
し
そ
こ
で
先
生
は
、
こ
の
『
著
作
集
』
で
い

う
と
第
７
巻
か
ら
あ
と
の
著
作
に
つ
い
て
は
多

く
を
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
。
実
は『
福
翁
自
伝
』

で
も
、
前
半
生
に
つ
い
て
は
生
彩
に
富
む
ス
ト

ー
リ
が
語
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
後
半
生
に

関
し
て
は
あ
っ
さ
り
と
し
か
語
っ
て
お
ら
れ
な

い
。
先
生
が
言
い
残
さ
れ
、
後
世
に
託
さ
れ
た

こ
と
は
な
に
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
12
巻
の

解
説
で
、
担
当
の
松
崎
欣
一
さ
ん
が
立
派
な
解

説
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。

　

ど
の
巻
に
も
解
説
の
ほ
か
、
各
ペ
ー
ジ
に
語

注
が
添
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
近
年
に
お
け
る
福

澤
研
究
の
成
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
皆
さ

ん
が
『
著
作
集
』
に
親
し
む
助
け
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
十
二
、
三
年
頃
の
も
の
と

思
わ
れ
る
慶
應
義
塾
出
版
社
の
出
版
目
録
が
あ

る
。そ
れ
を
見
る
と
、『
西
洋
事
情
』（
慶
應
二
年
）

か
ら『
通
貨
論
』（
明
治
十
一﹇
一
八
七
八
﹈年
）

ま
で
の
間
に
出
版
さ
れ
た
、
お
よ
そ
三
十
点
の

福
澤
本
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
目
ぼ
し
い

も
の
は
、
今
回
の
『
著
作
集
』
の
第
１
巻
か
ら

第
７
巻
に
次
に
見
る
と
お
り
収
録
さ
れ
て
い
る

（
な
お
、『
西
洋
事
情
』の
初
編
・
外
編
の
版
木〈
版

権
〉
は
先
生
が
尚
古
堂
か
ら
買
い
取
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
）。

第
１
巻　

西
洋
事
情

第
２
巻　

窮
理
図
解
・
世
界
国
尽
・
童
蒙

教
草
・
文
字
之
教

第
３
巻　

学
問
の
す
ゝ
め

第
４
巻　

文
明
論
之
概
略

第
５
巻　

学
者
安
心
論
・
学
問
之
独
立

第
６
巻　

民
情
一
新
・
民
間
経
済
録
・
通

貨
論
・
実
業
論

第
７
巻　

分
権
論
・
通
俗
国
権
論
・
通
俗

民
権
論

　

た
だ
し
、
明
治
十
四
年
以
降
の
著
作
で
も
そ

の
テ
ー
マ
か
ら
し
て
第
５
、
６
巻
に
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
第
５
巻
の
『
学
問
之
独

立
』（
明
治
十
六
﹇
一
八
八
三
﹈
年
）、
第
６
巻

の
『
実
業
論
』（
明
治
二
十
六
年
）
な
ど
は
そ


